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1. 定時評議員会 開催の件  

以下の通り、定時評議員会を開催したい。 

1.開催日時：2020年 3月 29日（日）13:00～ 

2.会場：高円宮記念 JFA夢フィールド（千葉市美浜区美浜 11） 

    ※ウェブ会議システムを用いて、遠隔地からの出席を可能とする。 

3.議題：決議事項 

     (1) 評議員 3名 選任の件 

     (2) 理事 28名、監事 3名 選任の件 

     (3) 役員及び評議員の報酬並びに費用に関する規則 改正の件 

 

    報告事項 

     (1) 理事会で選定・選出する役員等予定者の件 

     (2) 2019年度 事業報告・決算の件 

        

 2. 天皇杯 JFA 第 100回全日本サッカー選手権大会 競技会形式変更の件 

 天皇杯 JFA第 100回 全日本サッカー選手権大会の大会形式全体を見直したい。今回の見直しの主た

る背景は、新型コロナウイルスの感染拡大防止対応によってリーグ戦等が延期されていることから、大会

形式の見直しにより、J1、J2チームの天皇杯出場日程を緩和し、当初予定されていた天皇杯大会日程を

リーグ戦等に利用できる機会を提供するものである。同時に、ナショナルカップとしての天皇杯の価値を

毀損しないことを担保した。 

なお、今回の見直しは第 100回大会に限定するものであり、第 101回大会以降の大会形式の設計への

影響はない。 

なお、本議案の理事会上程にあたっては、事前に天皇杯実施委員に個別連絡し事前承認を得ており、3

月 18日開催予定の第 2回天皇杯実施委員会にて追認予定。 

  

競技会形式（変更後）： 

  8回戦制（現行より 1回戦増） 

  88チーム出場（現行の出場チーム枠のまま） 

  ※ 主な変更点 

   ① 現行のラウンド 16(4回戦)の開催日・予備日を活用し、5回戦を追加設定（8回戦制） 

   ② J1・18チーム：4回戦(R32)より出場  

   ③ J2・10チーム（昨年順位 1～10位）：3回戦より出場 

     J2・12チーム（昨年順位 11～22位）：2回戦より出場 

    （J1・J2は通常 2回戦から出場のところ、なるべく上位回戦からの出場） 

   ※アマチュアシード・都道府県代表は、1回戦から出場 

日程： 

  1回戦  5月 23日（土）・24日（日） 

 2回戦  6月 10日（水） 
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  3回戦  7月 8日（水） 

  4回戦  8月 19日（水） 

  ラウンド 16(5回戦)  10月 14日（水） 

  準々決勝  11月 3日（火・祝）・4日（水） 

  準決勝   12月 19日（土）  

 決勝    1月 1日（金・祝） 

 ※今後の調整により、開催日が変更になる可能性がある。 

 

〔参考／変更前の競技会形式〕 

 7回戦制 88チーム出場 

 ※J1・J2は、2回戦（R64）から出場 

 ※アマチュアシード・都道府県代表は、1回戦から出場 

  

3. 選手の用具に関する運用緩和の件  

  

グラスルーツの様々な現場において選手が大きな負担なくサッカーを楽しめる環境とするため、

ユニフォーム等の選手の用具に関する運用が緩和されるよう、次の手順で制度を変更したい。 

■手順 

１．本理事会にて承認後、別紙の「選手の用具に関する運用緩和について」の通達を地域・都 

道府県サッカー協会および各種連盟に発信 

２．2020年 4月より JFA主催大会の大会要項において運用緩和を開始 

３．2020年 10月理事会においてユニフォーム規定を改定 

■検討の経緯 

ユニフォーム等の選手の用具の運用に関して、全国大会のルールがそのままグラスルーツの地

区レベルの大会まで及んでいるケースがあり、チームや選手、保護者から「運用が厳しすぎ

る」という意見が多く寄せられている。本来であれば、グラスルーツの競技会においては大会

要項に規定することで状況に応じて柔軟に対応可能であるが、実際は「日本サッカー協会の規

程に準ずる」等、全国大会レベルのルールがそのまま適用されていることが多い。 

このような現状を見直すため、グラスルーツの競技会おいて全国大会と同様の厳しい運用を行

うことの妥当性や一部の競技会で運用を緩和した場合の影響、緩和の程度等について、競技会

委員会の各種大会部会や審判委員会等において検討を重ねた。その結果、現行のユニフォーム

規程からユニフォームの運用に関する条項を削除し、ユニフォームの運用だけでなく、競技規

則であるアンダーウェアやソックステープの色も大会要項に明記することで運用緩和できるよ

うにする。   

4. 各種規則 改正の件 

 

 

 

 

 

 

  

以下のそれぞれの規則を改正したい。 

【主な改正点】 

(1)競技会規則 

競技会名称と掲載順を変更する。 

(2)個人情報保護規則 
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・総務部を個人情報管理を統括する部門とし、各部における管理ルール遵守を監督する。 

また、各部における責任者を明確にし、管理を徹底する。 

・法令の改正等に適宜対応するため、理事会決議ではなく、会長決裁で改正可能とする。 

(3)各種委員会組織運営規則 

・監査・コンプライアンス委員会を「コンプライアンス委員会」に改称し、委員会の役割を明

確化する。 

・アスリート委員会を新設する。   

5. 役員等予定者選出の件  

   
 


